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加
 
田

さ
 
 
く
 
 
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
古
今
集

○
仁
和
中
将
御
息
所
 
 
（
仁
和
中
将
御
息
所
歌
合
）

○
班
子
女
王
サ
ロ
ン
 
（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
）

 
あ
た
り
を
、
日
本
に
お
け
る
サ
ロ
ン
の
囑
矢
と
み
、
高
松
女
院
妹
子
内
親
王

（平

ﾀ
朝
歌
ム
昊
成
三
九
八
高
松
女
院
妹
子
歌
合
輝
藤
薙
）
一
一
七
五
年
頃
迄
、
約
二

百
八
十
余
年
間
、
五
十
余
の
サ
ロ
ン
中
、
最
も
優
れ
た
最
高
の
サ
ロ
ン
と
い
え

ば
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
僅
か
十
一
年

間
の
後
宮
ぐ
ら
し
で
あ
っ
た
が
、
サ
ロ
ン
の
主
人
公
で
あ
る
皇
后
定
子
が
、
父

系
申
関
白
家
、
母
系
高
階
家
の
血
統
を
承
け
て
、
す
ぐ
れ
た
遺
伝
的
資
質
・
才

能
を
も
ち
、
和
漢
兼
学
・
芸
術
的
香
気
溢
れ
る
家
庭
環
境
・
明
朗
・
温
和
な
父

母
の
慈
愛
に
育
ま
れ
た
稀
に
み
る
才
媛
で
あ
っ
た
こ
と
に
帰
因
す
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
既
に
、
拙
著
「
東
西
女
流
文
芸
サ
ロ
ン
ー
中
宮
定
子
と
ラ
ン

 
 
 
 
 
 
 
（
笠
間
書
院
）

ヴ
ィ
エ
侯
爵
夫
人
」
で
詳
述
し
た
。

 
こ
こ
で
は
、
定
子
の
文
才
・
学
才
・
芸
術
的
才
幹
に
つ
い
て
、
少
し
丹
念
に

な
が
め
て
み
よ
う
。

定
子
（
女
御
・
中
宮
・
皇
后
）
サ
ロ
ン
年
表

正
暦

長
徳

元
、2345

994 993 992 991 990
19才 18才 17才 16才 15才

五99-t
29ま

一
月

入
内
 
女
御

円
融
院
法
養

周
忌

宮
の
五
節
 
 
八
三

宮
に
は
じ
め
て
一
七
四

御上丑清物三関
簾の寅涼忌月白
の御の殿 ば殿
三局隅の か二
 の   り探

傷蘇i
      六

（
岸
上
三
巻
本
枕
草
子

章
段
以
下
同
）

 
 
 
五
節
の
衣
裳

籍
粥
な
の
る
七
五

講
御
服
の
一
五
二
翻
絆
日

父
関
白

〔31ゴ

サ
ロ
ン
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文
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-
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長
保

塑
21才

997

22才

四

998

23才

元

999

24才

1000

25才

皇＋皇
癖后
粛育

轍
殿
御
た
め
三
六

無
名
と
い
ふ

 
 
 
 
 
 
八
五

琵
琶

櫻
磁
壁
；
西

返
る
年
の
 
 
七
六

御
乳
母
の

大
輔
命
婦

さ
て
そ
の

左
衛
門
陣

頭
の
弁
の

五
月
の
御

精
進
の
程

職
に
お
は

し
ま
す
頃

二
二
〇

一
月
伊
周
・
新
家

の
従
者
法
皇
を
射
る
，

四
月
感
状
大
宰
権

帥
・
隆
家
出
雲
権
守

五
月
両
人
を
播
磨

・
但
馬
に
と
ど
む

十
月
貴
子
×

七
五

一
二
七
 
伊
周
・
隆
家
赦
免

九
一

九
二

五
月
ば
か
り
一
二
八

大
会
生
昌
が
 
 
』
＼

家
 
 
 
 
 
 
フ

に
月
っ
ご
も
九
八

三
条
の
宮
に
二
一
九

辞
世
四
首

O
定
子
サ
ロ
ン
の
白
詩
（
そ
の
他
漢
詩
文
）
受
容
の
様
相

尖
上
の
御
局
の
御
簾
の
前
に
て
殿
上
人
臼
～
日
琴
笛
ふ
き
遊
び
暮
ら
し
て
大
殿

 
油
ま
み
る
ほ
ど
に
、
ま
だ
御
格
子
は
ま
み
ら
ぬ
に
大
殿
油
さ
し
出
で
た
れ

 
ば
、
戸
の
あ
き
た
る
が
あ
ら
は
な
れ
ば
、
琵
琶
の
御
琴
を
た
た
ざ
ま
に
持
た

 
せ
た
ま
へ
り
。
紅
の
御
衣
ど
も
の
言
ふ
も
よ
の
つ
ね
な
る
桂
ま
た
張
り
た
る

 
ど
も
な
ど
を
あ
ま
た
奉
り
て
、
い
と
黒
う
つ
や
や
か
な
る
琵
琶
に
、
御
袖
を

う
ち
か
け
て
と
ら
へ
さ
せ
た
ま
へ
る
だ
に
め
で
た
き
に
、
そ
ば
よ
り
御
顔
の

 
ほ
ど
の
い
み
じ
う
白
う
め
で
た
く
、
け
ざ
や
か
に
て
は
つ
れ
さ
せ
た
ま
へ
る

 
は
、
た
と
ふ
べ
き
か
た
ぞ
な
き
や
。
近
く
み
た
ま
へ
る
人
に
さ
し
よ
り
て

 
「
『
な
か
ば
か
く
し
た
り
」
け
ん
は
え
か
く
は
あ
ら
ざ
り
け
ん
か
し
。
あ
れ

 
は
た
だ
人
に
こ
そ
は
あ
り
け
め
」
と
い
ふ
を
、
道
も
な
き
に
わ
け
ま
み
り
て

 
申
せ
ば
、
笑
は
せ
た
ま
ひ
て
「
『
別
れ
」
は
知
り
た
り
や
」
と
な
ん
仰
せ
ら

 
る
る
も
い
と
を
か
し
。
（
岸
上
民
校
定
三
巻
本
枕
草
子
ニ
ヨ
八
以
下
同
）

と
、

九二

E
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
八
月
十
余
日
の
月
明
か
き
夜
、
右
近
の
内
侍
に
琵

 
琶
ひ
か
せ
て
端
近
く
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
か
れ
物
言
ひ
、
笑
ひ
な
ど
す
る

 
に
、
願
の
柱
に
よ
り
か
か
り
て
物
も
言
は
で
さ
ぶ
ら
へ
ば
、
 
「
な
ど
、
か
う

 
音
も
せ
ぬ
。
物
言
へ
。
さ
う
ざ
う
し
き
に
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
 
「
た
だ
秋

 
の
月
の
心
を
見
侍
る
な
り
」
と
申
せ
ば
、
 
「
さ
も
言
ひ
つ
べ
し
」
と
仰
せ
ら

 
る
。

と
は
、
共
に
白
氏
文
集
巻
十
二
感
傷
琵
琶
行
の
世
界
で
あ
る
。

○
琵
琶
引
並
序

元
和
十
年
予
左
遷
九
江
郡
司
馬
明
年
秋
送
客
濫
浦
口
…
…
目
琵
琶
行
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薄
陽
江
頭
夜
送
客
 
楓
葉
叢
花
秋
琶
慰
 
主
人
下
馬
客
在
船
 
挙
酒
面
飲
無
管

絃
 
酔
不
成
歓
惨
紅
茸
 
別
面
荘
 
画
面
月
 
忽
聞
水
上
琵
琶
声
 
主
人
忘
帰

客
不
発
 
尋
八
白
問
弾
者
誰
 
琵
琶
聲
停
欲
語
遅
 
糞
船
相
近
遡
相
見
 
添
酒

回
燈
重
開
宴
 
千
呼
万
病
始
出
面
 
猶
抱
二
長
長
半
遮
レ
．
面
 
韓
レ
軸
擬
レ
絃
三

両
声
未
成
曲
調
先
有
情
高
騰
出
鼻
声
声
思
 
身
繕
平
生
不
得
志
 
低
眉
二

手
続
続
弾
 
説
壷
心
中
無
限
事
 
軽
恩
讐
撚
抹
復
挑
 
初
繭
覧
豊
後
六
速

大
畠
噌
嗜
如
急
雨
 
小
骨
切
切
如
私
語
 
宮
古
切
切
錯
雑
弾
 
大
黒
小
顛
落
玉

盤
 
聞
關
鶯
語
花
底
面
幽
咽
泉
流
水
下
灘
水
掛
即
言
絃
凝
絶
割
書
不
レ
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
ト
ハ
シ
リ

声
暫
歓
 
民
有
幽
愁
闇
恨
生
 
此
時
無
声
勝
有
声
 
銀
瓶
乍
破
水
漿
送

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テ

鉄
騎
突
出
刀
鎗
鳴
 
曲
終
収
・
擾
当
レ
心
書
 
四
恩
一
声
如
何
吊
 
東
船
西
筋
愴

無
言
 
唯
見
江
心
置
月
白
 
沈
吟
放
レ
擾
挿
二
絃
中
一
管
二
面
衣
裳
一
起
敏
レ
容

自
言
下
膨
京
城
女
 
家
鼠
二
垂
直
塗
下
一
説
 
十
三
虚
血
琵
琶
成
 
名
立
教
坊
第

一
部
 
曲
罷
言
論
告
白
才
服
「
粧
存
意
被
私
恩
妬
 
五
道
年
少
争
纒
頭
 
一
曲

紅
納
不
知
数
-
：

 
日
も
暮
れ
か
か
る
。
格
子
を
下
ろ
す
前
に
燈
台
を
さ
し
出
し
た
の
で
、
中
宮

は
慌
て
て
琵
琶
を
立
て
て
顔
を
隠
す
。
そ
の
様
子
が
、
あ
ま
り
に
も
美
し
く
素

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
へ

晴
ら
し
い
の
で
、
清
少
納
言
は
感
歎
す
る
。
思
わ
ず
、
琵
琶
引
の
「
球
茎
琵
琶

半
遮
面
」
の
妓
女
も
、
と
て
も
今
の
宮
の
御
様
子
ほ
ど
素
敵
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
ね
え
σ
あ
れ
は
平
民
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
も
の
ね
」
と
傍
の
朋
輩
に
洩

ら
す
と
、
そ
の
女
房
が
、
そ
れ
に
又
感
激
。
居
並
ぶ
女
房
を
か
き
わ
け
く
、

中
宮
の
御
前
ま
で
に
じ
り
出
て
報
告
。
宮
は
陶
然
と
琵
琶
行
の
世
界
に
浸
り
な

が
ら
、
 
「
別
時
荘
々
江
毎
月
、
忽
々
水
上
琵
琶
声
だ
っ
た
ね
え
、
し
っ
て
る
か

い
」
と
応
ず
る
の
で
あ
る
。
琵
琶
行
を
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
中
宮
は
い
さ
さ

か
動
ず
る
風
も
な
い
。
実
は
、
清
少
納
言
同
様
、
中
宮
も
、
既
に
琵
琶
行
の
世

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
-
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
1
（
皿
）

界
に
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
暦
四
年
又
は
五
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

関
白
家
全
盛
期
で
、
所
は
立
面
殿
の
上
御
局
。
御
局
の
前
で
殿
上
人
達
が
一
日

中
管
絃
を
し
て
暮
ら
し
た
華
や
か
な
後
宮
の
夕
で
あ
る
。
別
れ
は
し
り
た
り
や

と
い
ら
へ
た
定
子
に
も
、
ゆ
っ
た
り
し
た
、
幸
せ
一
杯
の
気
分
が
横
溢
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
九
二
の
場
合
は
、
長
徳
三
年
か
四
年
の
八
月
で
、
父
関
臼
道

隆
・
母
貴
子
共
に
他
界
し
、
兄
内
大
臣
伊
周
・
弟
中
納
言
牢
乎
は
花
山
院
に
対

し
、
不
敬
罪
で
長
徳
二
年
流
諦
、
中
宮
出
家
、
三
年
四
月
に
赦
さ
れ
た
が
、
朝

堂
復
帰
は
未
だ
し
か
っ
た
、
四
面
楚
歌
、
逆
境
の
時
期
で
あ
る
。
今
は
、
琵
琶

引
の
作
者
臼
楽
天
の
、
「
左
遷
温
酒
郡
司
馬
」
の
身
上
に
も
、
往
年
の
名
妓
琵
琶

の
名
手
と
し
て
鳴
ら
し
た
身
が
老
来
、
茶
商
の
妻
と
な
っ
て
空
船
を
守
る
中
、

は
か
ら
ず
も
白
楽
天
に
招
ぜ
ら
れ
て
琵
琶
を
弾
ず
る
妓
女
の
身
の
上
に
も
、
ひ

た
と
共
感
す
る
不
遇
の
身
で
あ
る
。
退
出
す
べ
き
里
第
を
も
た
鳳
定
子
は
、
中

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

宮
職
を
使
う
。
上
御
局
に
伺
候
し
て
い
な
い
八
月
十
余
日
の
月
明
の
夜
、
左
大

臣
道
長
を
揮
か
り
、
召
し
た
く
と
も
召
せ
ぬ
、
上
り
た
く
と
も
．
上
れ
ぬ
、
，
一
条

帝
と
申
宮
定
子
の
間
に
右
近
の
内
侍
が
申
達
の
前
で
弾
く
琵
琶
な
の
で
あ
る
。

お
気
に
入
り
の
天
皇
付
女
房
右
近
の
内
侍
に
琵
琶
を
弾
か
せ
て
、
自
身
端
近
に

出
て
い
た
中
宮
は
、
す
だ
れ
ご
し
に
月
を
仰
い
で
、
何
を
憶
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
月
の
光
は
し
め
や
か
に
流
れ
、
亡
き
父
関
白
、
母
貴
子
在
世
中
の
こ

と
ど
も
が
あ
れ
こ
れ
と
思
い
浮
ん
で
切
な
い
。
申
宮
の
心
中
を
深
く
も
察
せ
ず

笑
い
興
ず
る
女
房
達
。
一
人
ポ
ツ
ン
と
柱
に
碕
っ
て
、
だ
ま
っ
て
い
る
清
少
納

言
。
清
少
納
言
に
は
中
宮
の
胸
中
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
琵
琶
引
の
世
界

に
う
つ
し
て
い
る
。
中
宮
が
「
な
ど
か
う
音
も
せ
ぬ
、
も
の
い
へ
さ
う
く
し

き
に
」
と
声
を
か
け
る
。
 
「
ロ
ハ
見
里
心
秋
月
白
」
に
一
寸
手
を
入
れ
て
和
風
に

答
え
る
。
中
宮
は
、
 
「
本
当
に
そ
う
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
ね
え
」
と
応
ず
る
。
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中
宮
は
、
苦
し
く
切
な
い
現
実
を
、
琵
琶
引
の
世
界
、
薄
陽
江
頭
に
つ
な
が
れ

た
船
中
、
白
楽
天
と
友
人
と
妓
女
と
の
世
界
に
、
ふ
っ
と
移
行
す
る
。
救
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

三
四
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
、
さ
わ
が
し
う
な
り

 
て
、
宮
も
ま
み
ら
せ
た
ま
は
ず
。
小
二
条
殿
と
い
ふ
所
に
お
は
し
ま
す
に
…

 
右
中
将
お
は
し
ま
し
て
物
語
り
し
た
ま
ふ
。
 
「
今
日
宮
に
ま
み
り
た
り
つ
れ

 
ば
、
い
み
じ
う
物
こ
そ
あ
は
れ
な
り
つ
れ
。
女
房
の
装
束
、
裳
、
唐
衣
、
を

 
り
に
あ
ひ
、
た
ゆ
ま
で
さ
ぶ
ら
ふ
か
な
。
御
簾
の
そ
ば
の
あ
き
た
り
つ
る
よ

 
り
見
入
れ
つ
れ
ば
八
九
人
ば
か
り
朽
葉
の
唐
衣
、
薄
色
の
裳
に
紫
苑
、
萩
な

 
ど
を
か
し
う
て
る
並
み
た
り
つ
る
か
な
。
御
前
の
草
の
い
と
繁
き
を
、
「
な

 
ど
か
。
か
き
は
ら
は
せ
て
こ
そ
」
と
言
ひ
つ
れ
ば
「
こ
と
さ
ら
に
露
置
か
せ

 
て
御
覧
ず
と
て
」
と
宰
相
の
君
の
声
に
て
い
ら
へ
っ
る
が
を
か
し
う
も
覚
え

 
つ
る
か
な
…
…
あ
は
れ
な
り
つ
る
所
の
さ
ま
か
な
。
台
の
前
に
植
ゑ
ら
れ
た

 
り
け
る
牡
丹
な
ど
の
を
か
し
き
こ
と
」
な
ど
の
た
ま
ふ
…
…

 
こ
れ
は
、
中
宮
定
子
が
逆
境
に
あ
っ
て
逼
塞
中
も
、
凛
と
し
た
気
位
と
聡
明

さ
と
を
も
っ
て
、
自
身
は
も
と
よ
り
、
女
房
達
の
衣
裳
に
い
た
る
迄
、
見
事
に

調
え
さ
せ
、
中
宮
御
所
の
品
位
を
持
し
て
寸
分
の
油
断
も
な
く
暮
ら
し
て
い
る

様
に
、
訪
れ
た
廷
臣
が
感
歎
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
わ
ざ
と
庭
の

草
を
刈
ら
せ
ず
に
露
を
置
か
せ
て
み
よ
う
と
い
う
、
奥
床
し
く
、
気
丈
な
見
識

は
、
「
を
り
て
み
ば
お
ち
そ
し
ぬ
へ
き
秋
は
き
の
枝
も
と
を
を
に
お
け
る
し
ら

つ
ゆ
」
「
つ
な
が
ら
を
り
て
か
ざ
さ
む
菊
の
花
お
い
せ
ぬ
秋
の
久
し
か
る
べ
く
」

と
い
っ
た
、
み
や
び
や
か
な
和
歌
の
世
界
の
教
養
だ
け
か
ら
は
も
た
ら
さ
れ

ぬ
、
野
墓
の
女
、
李
勢
の
妹
に
通
ず
る
気
遅
が
あ
る
。
漢
文
芸
、
こ
と
に
白
詩

の
世
界
に
培
か
わ
れ
た
見
識
で
あ
る
。
庭
に
は
唐
わ
た
り
の
牡
丹
が
あ
る
。

 
白
磁
 
文
集

 
翌
翌
牡
丹
叢

晩
叢
臼
露
夕
 
衰
葉
涼
風
朝
 
紅
艶
久
已
激
 
碧
芳
今
亦
錆
 
幽
人
坐
相
対

心
事
共
薫
條
（
巻
九
）

 
新
秋

西
風
瓢
一
葉
、
庭
前
採
草
涼
、
風
心
置
月
水
、
画
嚢
白
露
房
、
其
奈
江
南
夜
、

縣
縣
自
楽
長
（
巻
九
）

 
 
 
 
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ル
ニ

 
二
二
憾
言
早
秋
夜
番
レ
月
見
7
寄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ

吾
衰
寡
二
情
趣
一
君
病
庭
梅
経
過
 
其
二
奈
西
楼
上
新
秋
明
月
何
一
挙
蕪
凄
白

 
ア
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
リ

露
 
白
色
澹
金
波
 
況
是
初
長
夜
 
東
城
砧
杵
多
（
巻
二
十
四
）

 
酬
二
曲
得
暮
秋
晴
夜
対
レ
月
相
即
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

霧
月
光
如
・
練
 
盈
・
庭
園
満
レ
池
 
秋
深
甚
・
熱
後
夜
浅
 
未
寒
冬
、
露
葉
團
二

荒
浜
一
風
枝
落
病
黎
 
相
思
瀬
相
婿
 
鷹
司
是
各
年
衰
一
（
巻
二
十
四
）

 
東
破
秋
意
寄
元
八

蓼
落
野
釣
畔
 
独
行
思
草
鯨
 
秋
霧
病
葉
上
 
白
露
大
豊
珠
 
忽
憶
同
賞
地

曲
江
南
北
隅
 
秋
池
少
遊
客
 
唯
我
與
君
倶
 
暗
蟄
隠
紅
蓼
 
痩
馬
踊
青
馬

当
時
與
今
日
 
倶
是
暮
秋
初
 
要
物
苦
相
似
 
時
鳥
樹
幹
絵
 
唯
封
入
分
散

経一

N
不
得
累
日
 
（
巻
山
ハ
）

 
秋
首

記
起
船
号
冷
 
耳
垂
称
病
容
 
清
風
両
野
竹
 
白
露
一
庭
男
 
玩
籍
謀
・
身
拙

稽
康
向
レ
事
傭
 
生
涯
別
増
分
 
浩
気
在
心
胸
（
巻
二
十
五
）

 
秋
晩

籠
菊
花
管
下
桐
落
 
樹
陰
離
離
日
色
薄
 
軍
幕
疎
簾
貧
寂
莫
 
涼
風
冷
露
秋
瀟

菊
 
光
陰
．
流
転
忽
己
晩
 
顔
色
凋
残
不
如
昨
 
聖
慮
臥
病
月
明
時
 
不
揚
寒
衣

（34）
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空
陥
揚
山
楽
 
（
巻
十
山
ハ
）

 
江
楼
早
秋

南
國
難
多
湿
 
秋
來
亦
塗
筆
 
湖
光
朝
舞
後
 
竹
気
晩
涼
時
 
楼
閣
宜
佳
客

江
山
入
好
詩
 
清
風
水
蕨
葉
 
白
露
木
蘭
枝
…
（
巻
十
六
）

 
月
三
日
作

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
リ
ナ
リ
 
 
 
 
 
ナ
レ
リ

露
白
月
微
明
 
天
資
景
物
清
 
草
頭
珠
導
流
 
楼
角
三
二
生
 
気
爽
衣
裳
健

 
 
 
 
ナ
リ
ヌ
 
 
 
 
シ
テ
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
リ
ク

風
疎
砧
弓
鳴
 
夜
裳
香
有
・
思
秋
箪
冷
無
情
 
夢
短
眠
頻
覚
 
宵
長
起
暫
行

 
 
 
 
 
ア
ガ
ヲ

燭
凝
臨
・
暁
影
虫
怨
欲
寒
声
 
僅
老
花
先
蓋
 
蓮
凋
子
始
成
 
四
時
無
二
了
号

 
ヲ
 
テ

何
用
嘆
二
衰
栄
一
（
巻
三
十
三
）

な
ど
が
、
定
子
の
念
頭
に
あ
っ
て
、
 
「
こ
と
さ
ら
に
露
お
か
せ
て
…
…
」
と
、

ど
う
せ
悲
運
の
后
、
庭
の
草
も
生
い
茂
り
、
も
い
い
で
は
な
い
か
、
荒
蕪
の
庭

に
お
く
白
露
、
白
楽
天
や
劉
夢
得
と
同
じ
世
界
、
「
何
用
歎
衰
栄
」
と
、
い
な

お
っ
た
観
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
時
に
中
宮
二
十
三
四
才
。

三
六
故
殿
の
獲
た
め
に
月
ご
と
の
十
日
、
野
仏
な
ど
供
養
せ
さ
せ
た
ま
ひ
し

 
を
、
九
月
十
日
、
職
の
御
曹
司
に
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
上
達
部
、
殿
上
人
い

 
と
お
ほ
か
り
。
清
範
、
講
師
に
て
説
く
こ
と
、
は
た
い
と
悲
し
け
れ
ば
、
こ

 
と
に
物
の
あ
は
れ
深
か
る
ま
じ
き
若
き
人
々
、
み
な
泣
く
め
り
。
果
て
て
酒

 
飲
み
、
詩
調
じ
な
ど
す
る
に
、
頭
の
中
将
斉
信
の
君
の
、
「
冬
秋
と
期
し
て

 
身
い
つ
く
か
」
と
い
ふ
こ
と
を
う
ち
出
だ
し
た
ま
へ
り
し
、
は
た
い
み
じ
う

め
で
た
し
。

い
か
で
、
さ
は
思
ひ
出
で
た
ま
ひ
け
ん
。

 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
、
 
 
 
、
 
 
、
 
 
 
、

お
は
し
ま
す
所
に
わ

け
ま
み
る
ほ
ど
に
、
立
ち
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
 
「
め
で
た
し
な
、
い
み
じ

う
今
日
の
料
に
言
ひ
た
り
け
る
こ
と
に
こ
そ
あ
れ
」
と
の
た
ま
は
す
れ
ば
、

「
そ
れ
啓
し
に
と
て
、
物
見
さ
し
て
、
ま
み
り
侍
り
つ
る
な
り
。

め
で
た
く
こ
そ
覚
え
侍
り
つ
れ
」
と
啓
す
れ
ば
…
…

な
ほ
い
と

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
！
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
1
（
皿
）

こ
れ
は
、
本
朝
文
粋
巻
十
四

 
 
為
謙
徳
公
修
報
恩
「
修
」
善
願
文
 
菅
三
品

 
弟
子
軽
量
罪
帰
命
稽
首
…
…
嵯
呼
人
命
不
レ
定
。
門
生
難
・
知
。
 
「
彼
金
谷
酔

 
花
之
地
。
花
毎
・
春
山
。
素
量
不
レ
帰
。
南
楼
翫
・
月
盗
人
。
月
与
・
秋
期
転
身

 
何
去
」
…
…

で
あ
る
。
和
漢
朗
詠
集
は
「
 
」
の
部
を
採
る
。
実
は
こ
の
「
蝉
茸
秋
期
」
は

白
氏
文
集
巻
二
十
六

 
 
対
琴
待
月

竹
院
新
晴
夜
 
弓
隠
未
三
時
 
共
レ
琴
為
二
老
伴
一
 
與
レ
月
有
二
秋
期
一
 
玉
鯵

臨
レ
生
新
 
金
波
出
・
霧
遅
 
幽
音
待
清
景
 
唯
是
我
心
知

を
援
引
し
た
詠
作
で
あ
る
。
申
宮
は
、
も
と
よ
り
此
の
詩
を
知
っ
て
い
る
。

月
毎
の
供
養
、
法
会
が
終
り
、
お
ひ
ら
き
の
酒
宴
の
席
で
、
桑
海
が
菅
三
品
の

「
南
楼
翫
月
之
人
月
与
秋
期
而
亭
主
去
」
を
朗
眠
し
は
じ
め
る
。
中
宮
は
感
動

し
た
。
ま
る
で
今
日
の
法
会
の
為
に
、
父
の
為
に
詠
ま
れ
た
詩
で
は
な
い
か
！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
 
「
た
ち
い
で
」
た
。
同
じ
時
、
清
少
納
言
も
、
そ
う

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

感
じ
て
感
動
し
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
多
勢
の
中
を
わ
け
入
っ
て
中
宮
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

申
し
あ
げ
よ
う
と
す
る
。
二
人
が
、
全
く
同
じ
行
動
を
同
時
に
お
こ
し
た
の
で

あ
る
。
詩
に
対
す
る
受
容
の
深
さ
で
あ
る
。

二七

Z
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
、
例
な
ら
ず
御
格
子
ま
み
り
て
、
炭
櫃
に
火

 
お
こ
し
て
、
物
語
り
な
ど
し
て
、
集
ま
り
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
「
少
納
言
よ
、
香

 
櫨
峯
の
雪
い
か
な
ら
ん
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
御
格
子
あ
げ
さ
せ
て
、
御
簾

 
を
高
く
あ
げ
た
れ
ば
笑
は
せ
た
ま
ふ
。
人
々
も
「
さ
る
こ
と
は
知
り
、
歌
な

 
ど
に
さ
へ
う
た
へ
ど
、
思
ひ
こ
そ
よ
ら
ざ
り
つ
れ
。
な
ほ
、
こ
の
宮
の
人
に

 
は
さ
べ
き
な
め
り
」
と
言
ふ
。
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こ
れ
は
、
思
い
が
け
ず
大
雪
が
降
り
、
夜
が
明
け
て
み
る
と
、
庭
一
面
銀
世

界
、
女
房
達
は
、
 
「
お
お
寒
む
」
と
ば
か
り
に
御
格
子
も
あ
げ
ず
、
い
そ
い
で

長
火
鉢
一
杯
に
火
を
お
こ
し
て
、
皆
集
ま
っ
て
は
し
ゃ
い
で
い
る
。
中
宮
は
、
．

す
っ
と
、
白
詩
の
世
界
に
入
る
。
白
氏
文
首
巻
十
六

 
香
嘘
峯
下
新
馬
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
急
五
首
の
一
首

日
高
睡
足
溜
善
導
 
小
駅
耐
震
不
二
寒
 
遺
愛
寺
鐘
歌
枕
聴
 
思
置
霜
雪
擾
簾

看
 
匡
盧
便
器
逃
名
地
 
司
馬
価
為
送
老
官
 
心
黒
身
寧
是
帰
虎
 
故
郷
何
独

在
長
安
ノ
三

「
少
納
言
よ
香
櫨
峯
の
奇
い
か
な
ら
ん
」
は
、
清
少
納
言
も
、
恐
ら
く
こ
の
雪

で
、
あ
の
臼
玉
、
春
燈
峯
の
雪
を
想
う
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
申
宮
の
言
で

あ
る
。
果
せ
る
か
な
、
間
髪
を
入
れ
ず
、
御
格
子
を
あ
げ
さ
せ
簾
を
高
く
あ
げ

た
一
（
日
本
の
簾
は
擾
す
る
わ
け
に
い
か
ぬ
。
高
く
捲
き
あ
げ
る
よ
り
し
か

た
が
な
い
の
だ
。
）
清
少
納
言
も
香
櫨
峯
の
詩
を
想
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

雪
を
み
て
も
、
琵
琶
、
詩
の
朗
詠
を
聞
い
て
も
、
何
か
に
つ
け
て
、
や
や
と
も

す
れ
ば
、
中
宮
と
清
少
納
言
と
は
共
に
、
雷
声
文
集
の
世
界
に
心
を
浮
遊
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
6
。
そ
う
い
う
女
主
人
の
サ
ロ
ン
で
あ
る
か
ら
、
 
「
わ
か
っ
て

も
ら
え
る
1
」
と
の
確
信
か
ら
、
廷
臣
た
ち
も
集
っ
て
き
て
は
白
詩
問
答
を
す
，

る
の
で
あ
る
。

豊
頭
中
将
の
す
ず
う
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
…
…
青
き
薄
様
に
い
と
清
げ
に
書

 
き
た
ま
へ
り
…
…
。

 
三
省
花
時
錦
帳
下

と
書
き
て
、
「
末
は
い
か
に
、
末
は
い
か
に
」
と
あ
る
を
、
い
か
に
か
は
す
べ

 
 
 
⑳
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 
 
一
■

か
ら
ん
。
御
前
お
は
し
ま
さ
ば
御
覧
ぜ
さ
す
べ
き
を
、
こ
れ
が
末
を
知
り
顔
に

た
ど
た
ど
し
き
真
名
書
き
た
ら
ん
も
い
と
見
苦
し
と
思
ひ
ま
は
す
ほ
ど
も
な
く

責
め
ま
ど
は
せ
ば
、
た
だ
そ
の
奥
に
、
炭
櫃
に
消
え
炭
の
あ
る
し
て

 
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
む

と
書
き
つ
け
て
取
ら
せ
つ
れ
ど
、
ま
た
返
事
も
言
は
ず
…
・
-

 
こ
れ
は
、
中
傷
を
き
い
て
清
少
納
言
を
誤
解
し
た
頭
中
将
斉
信
が
、
実
否
を

糺
そ
う
と
清
少
納
言
を
白
詩
で
誉
め
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
傷
と

は
、
清
少
納
言
の
知
っ
た
か
ぶ
り
は
底
の
浅
い
も
の
で
、
華
氏
文
集
な
ん
ざ
、

よ
ん
ぢ
や
、
い
ま
い
よ
…
…
の
た
ぐ
い
の
悪
口
、
た
と
え
ば
後
輩
の
紫
式
部
が

妬
ま
し
げ
に
記
し
つ
け
た
「
清
少
納
言
こ
そ
し
た
り
顔
に
い
み
じ
う
侍
り
け
る

人
さ
ば
か
り
賢
し
だ
ち
真
名
書
き
散
ら
し
て
侍
る
程
も
よ
く
見
れ
ば
ま
だ
い
と

堪
へ
ぬ
こ
と
多
か
り
云
々
」
の
よ
う
な
類
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
白
詩

の
問
題
を
出
し
て
、
そ
の
返
答
如
何
で
「
こ
よ
ひ
あ
し
と
も
よ
し
と
も
定
め
き

り
て
や
み
な
ん
か
し
」
「
た
だ
、
こ
の
返
り
事
に
し
た
が
ひ
て
、
こ
か
げ
を
し

ふ
み
し
、
す
べ
て
さ
る
者
あ
り
き
と
だ
に
思
は
じ
」
と
、
 
「
み
な
言
ひ
あ
は
せ

た
り
し
」
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ん
な
問
題
は
、
清
少
納

言
に
は
、
へ
い
ち
ゃ
ら
、
で
あ
る
。
あ
ん
ま
り
容
易
で
、
素
直
に
答
を
、
「
盧

山
雨
霞
草
脳
中
」
と
書
い
て
渡
し
た
の
で
は
、
曲
が
な
さ
す
ぎ
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
和
歌
の
下
句
に
し
た
た
て
、
今
度
は
、
此
方
か
ら

斉
信
に
和
歌
の
上
句
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

 
斉
 
僑
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清
少
納
言

 
蘭
省
花
時
錦
帳
下
↓
噛
山
雨
夜
三
才
型

 
 
 
 
 
 
 
 
↑
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
む

と
こ
ろ
が
、
清
少
納
言
の
逆
襲
に
、
斉
信
を
は
じ
め
い
あ
わ
せ
た
廷
臣
一
同
、

ぐ
う
の
音
も
出
ぬ
。
夜
中
か
か
っ
て
平
句
が
出
来
な
か
っ
た
。
完
敗
で
あ
る
。

そ
の
事
は
一
条
帝
の
耳
に
も
入
る
。
帝
は
中
宮
に
も
の
が
た
る
。
 
「
を
の
こ
ど

も
み
な
扇
に
か
き
て
な
ん
も
た
る
」
と
。
そ
し
て
、
中
宮
は
早
速
清
少
納
言
を
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召
し
て
、
よ
ろ
こ
．
ぶ
。
定
子
サ
ロ
ン
、
清
少
納
言
の
令
名
は
殿
上
に
な
り
ひ
び

く
。
白
氏
文
綾
巻
十
七

 
盧
山
草
堂
夜
雨
独
宿
寄
牛
二
李
七
庚
三
十
二
員
外

丹
雷
捲
手
三
君
子
 
白
髪
垂
頭
一
病
翁
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
 
盧
山
雨
夜
草
庵

中
」
終
身
膠
漆
感
応
在
 
半
路
雲
泥
迩
不
同
 
亀
有
無
生
三
昧
観
 
栄
枯
一
照

両
成
獣

 
倭
漢
朗
詠
集
に
「
 
」
の
部
を
採
る

七
六
返
る
年
の
二
月
二
十
余
日
：
：

 
「
西
の
京
と
い
ふ
所
の
あ
は
れ
な
り
つ
る
事
、
も
ろ
と
も
に
見
る
人
の
あ
ら

 
ま
し
か
ば
と
な
ん
覚
え
つ
る
。
垣
な
ど
も
み
な
ふ
り
て
苔
生
ひ
て
な
ん
」
な

 
ど
か
た
り
つ
れ
ば
、
宰
相
の
君
の
「
瓦
の
松
は
あ
り
つ
や
」
と
い
ら
へ
た
る

 
に
、
い
み
じ
う
め
で
て
『
西
の
か
た
都
門
を
去
れ
る
こ
と
い
く
ば
く
の
地

 
ぞ
』
と
口
ず
さ
み
つ
る
こ
と
」
な
ど
、
か
し
が
ま
し
き
ま
で
言
ひ
し
こ
そ
を

 
か
し
か
り
し
か
。

こ
れ
は
清
少
納
言
に
次
ぐ
才
媛
宰
相
君
の
名
応
答
で
あ
る
。
白
刀
文
集
巻
四

 
 
一
宮
高

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ハ

高
高
騙
山
上
一
宮
朱
一
一
殿
三
四
重
 
遅
遅
分
春
日
 
玉
甕
一
分
温
泉
溢

搦
搦
三
秋
風
山
蝉
鳴
分
宮
樹
紅
翠
華
不
來
歳
月
久
塙
有
・
衣
分
瓦
有
・
松

 
 
 
 
 
 
ナ
ル
ニ
 
 
ソ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
三
一
一
己
五
一
 
何
不
一
幸
於
一
中
 
西
門
都
門
幾
多
地
…
…

 
頭
中
将
斉
信
は
清
少
納
言
流
の
応
答
を
す
る
宰
相
の
君
の
「
白
詩
」
通
ぶ
り

に
、
す
っ
か
り
感
歎
、
上
機
嫌
で
「
西
去
都
門
…
…
」
と
朗
請
し
は
じ
め
る
。

訪
れ
る
廷
臣
ら
と
共
に
白
詩
の
世
界
に
浸
る
定
子
サ
ロ
ン
の
華
や
か
な
書
さ
が

り
で
あ
る
。

九
八
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
黒
い
た
う
吹
き
で
苛
い
み
じ
う
黒
き
に
、
議
す
こ
し

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
-
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
1
（
皿
）

う
ち
散
り
た
る
ほ
ど
、

へ
ば
、
よ
り
た
る
に
、

ば
、
懐
紙
に

A

黒
戸
に
主
殿
司
来
て
、
 
「
か
う
て
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
言

「
こ
れ
、
公
任
の
宰
相
殿
の
」
と
て
あ
る
を
、
見
れ

 
す
こ
し
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ

と
あ
る
は
、
げ
に
け
ふ
の
け
し
き
に
い
と
よ
う
あ
ひ
た
る
、
こ
れ
が
も
と
は

い
か
で
っ
く
べ
か
ら
ん
と
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
。
 
「
誰
々
か
」
と
問
へ
ば
「
そ

れ
ぞ
れ
」
と
い
ふ
。
み
な
い
と
恥
つ
か
し
き
中
に
、
宰
相
の
御
い
ら
へ
を
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦
 
 
 
 
t

か
で
か
こ
と
な
し
び
に
い
ひ
出
で
ん
と
心
ひ
と
つ
に
苦
し
き
を
、
御
前
に
御

 
覧
ぜ
さ
せ
ん
と
す
れ
ど
、
上
の
お
は
し
ま
し
て
お
ほ
と
の
ご
も
り
た
り
。
主

 
殿
司
は
「
と
く
と
く
」
と
言
ふ
。
げ
に
お
そ
う
さ
へ
あ
ら
ん
は
い
と
と
り
ど

 
こ
ろ
な
け
れ
ば
、
さ
は
れ
と
て

 
B

 
 
空
寒
み
花
に
ま
が
へ
て
散
る
雪
に

 
と
、
わ
な
な
く
わ
な
な
く
書
き
て
と
ら
せ
て
、
い
か
に
思
ふ
ら
ん
、
わ
び

 
し
。
こ
れ
が
こ
と
を
聞
か
ば
や
と
思
ふ
に
、
そ
し
ら
れ
た
ら
ば
聞
か
じ
と
覚

 
ゆ
る
を
、
 
「
俊
賢
の
宰
相
な
ど
、
 
『
な
ほ
、
内
侍
に
奏
し
て
な
さ
ん
」
と
な

 
ん
さ
だ
め
た
ま
ひ
し
」
と
ば
か
り
ぞ
、
左
兵
衛
の
督
の
中
将
に
お
は
せ
し
、

 
語
り
た
ま
ひ
し
。

こ
れ
は
和
漢
兼
才
の
公
任
が
、
定
子
サ
ロ
ン
へ
の
働
ら
き
か
け
で
あ
る
。
白
氏

文
集
を
援
引
し
て
の

 
 
南
秦
雪

 
 
 
 
 
 
B
 
 
 
 
 
 
B
A

 
三
時
急
冷
多
飛
雪
 
二
月
山
些
少
有
春
 
我
思
旧
事
猶
計
帳
（
巻
十
四
）

 
公
任
の
念
頭
に
、
A
が
あ
り
、
和
歌
の
下
句
に
し
た
て
て
贈
っ
た
。
 
「
号
す

こ
し
う
ち
散
り
た
る
ほ
ど
」
で
あ
っ
た
の
で
、
清
少
納
言
は
、
B
に
「
花
」
を

（37）



加
え
て
上
句
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
自
信
は
あ
っ
た
が
公
任
方
の
反

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参
議

応
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
と
な
く
き
い
て
み
る
と
、
俊
賢
が
褒
め
て
そ
ん
な
学

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

才
あ
る
人
物
な
ら
、
内
侍
に
推
薦
し
よ
う
と
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
噂
を
き
い

て
、
ホ
ッ
と
し
た
、
 
「
わ
か
っ
て
く
れ
た
わ
一
白
詩
で
応
じ
た
事
1
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
内
侍
は
内
侍
宣
と
い
っ
て
奏
請
伝
宣
を
掌
る
か
ら
学
才
を
必

要
と
す
る
女
性
官
僚
で
あ
っ
た
。

公
任
集
に
は

 
人
に
春
の
は
じ
め
な
り

 
 
す
こ
し
春
あ
る
心
ち
こ
そ
す
れ

 
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は

 
 
吹
そ
む
る
風
も
ぬ
る
ま
ぬ
山
里
は

を
納
め
る
が
、
白
詩
に
出
典
を
も
つ
下
句
に
対
し
て
は
、
清
少
納
言
の
上
旬
の

方
が
勝
れ
て
い
る
。
定
子
サ
ロ
ン
の
女
房
は
、
自
詩
の
ど
こ
か
ら
採
っ
て
詠
み

か
け
て
も
、
問
い
か
け
て
も
、
即
坐
に
見
事
に
切
り
か
え
す
、
し
か
も
、
さ
り

げ
な
く
、
優
美
に
、
謙
遜
の
て
い
で
。
実
力
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
⑦
で
も
又
、
⑭
蘭
省
花
時
、
の
場
合
と
同
様

に
、
返
事
を
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
ま
つ
、
中
宮
に
相
談
し
よ
う
と
す
る

態
度
、
そ
れ
を
⑳
⑦
と
は
っ
き
り
明
文
化
し
た
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
宮

定
子
が
、
そ
の
相
談
に
の
れ
る
人
物
、
清
少
納
言
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
学
才

・
歌
才
・
セ
ン
ス
を
そ
な
え
て
い
た
、
と
い
う
事
実
の
証
拠
で
あ
る
。
堂
々
た

る
サ
ロ
ン
の
主
人
公
と
い
う
事
で
あ
る
。

一五

�
ﾌ
殿
の
御
服
の
こ
ろ
六
月
の
晦
日
の
日
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
宰
相
中
将
領
髪
、
痴
夢
の
中
将
、
道
方
の
少
納
言
な
ど
ま
み
り
た
ま
へ
る

 
に
、
人
々
出
で
て
物
な
ど
言
ふ
に
、
つ
い
で
も
な
く
「
明
日
は
い
か
な
る
こ

 
と
を
か
」
と
い
ふ
に
、
い
さ
さ
か
思
ひ
ま
は
し
、
と
ど
こ
ほ
り
も
な
く
、

 
「
『
人
間
の
四
月
」
を
こ
そ
は
」
と
い
ら
へ
た
ま
へ
る
が
い
み
じ
う
を
か
し

 
き
こ
そ
…
…
こ
の
四
月
の
一
日
ご
ろ
…
…
白
氏
文
集
注
十
六

 
 
大
林
寺
桃
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
キ
リ
テ
キ
ヲ
ル
タ

 
人
間
四
月
芳
菲
蓋
 
山
寺
桃
花
始
盛
開
 
長
恨
春
帰
無
二
寛
慮
 
不
・
知
将

 
入
此
申
來

 
こ
れ
は
先
人
の
指
摘
の
よ
う
に
三
月
蓋
日
と
み
る
べ
き
で
、
明
日
（
四
月
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前
年

日
）
は
い
か
な
る
こ
と
を
か
…
…
」
で
あ
ろ
う
。
四
月
十
一
日
関
白
道
隆
麗
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
芳
菲
鑑
に
美
し
く
悲
し
く
シ
ム
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
た
め

に
、
清
少
納
言
に
絶
讃
さ
れ
た
わ
け
で
、
定
子
サ
ロ
ン
に
集
う
貴
公
子
達
も
、

白
詩
の
世
界
で
応
答
す
る
、
つ
ま
り
、
定
子
サ
ロ
ン
の
男
女
と
も
に
白
氏
文
集

の
世
界
に
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

量
六
関
臼
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
法
興
院
の
積
善
寺
と
い
う
御
堂
に
て
：
…
・

 
さ
て
八
九
日
の
ほ
ど
に
ま
か
つ
る
を
、
 
「
い
ま
す
こ
し
念
う
な
り
て
を
」
な

 
ど
仰
せ
ら
る
れ
ど
出
で
ぬ
。
い
み
じ
う
つ
ね
よ
り
も
の
ど
か
に
照
り
た
る
昼

 
つ
か
た
、
 
「
花
の
心
開
け
ざ
る
や
。
い
か
に
、
い
か
に
」
と
の
た
ま
は
せ
た

 
れ
ば
、
 
「
秋
は
ま
だ
し
く
侍
れ
ど
、
夜
に
九
度
の
ぼ
る
心
地
な
ん
し
侍
る
」

 
と
聞
え
さ
せ
つ
。
…
…

こ
れ
は
、
白
墨
文
集
巻
十
二
感
傷

○
長
相
思

九
月
西
風
興
 
月
冷
霜
華
凝
 
思
君
秋
夜
長
 
一
夜
魂
九
升
 
二
月
東
風
來

 
ヒ
ラ
ケ

草
折
花
心
開
 
思
君
春
日
遅
 
一
二
腸
九
廻
 
妾
住
持
雲
斗
 
君
臨
洛
影
響

十
五
即
相
識
 
今
年
二
十
三
 
有
紫
黒
思
草
 
生
在
松
之
側
 
蔓
短
枝
苦
高

 
ス
レ
ト
モ
ル
コ
ト
ヲ

螢
廻
 
上
不
得
 
 
人
言
人
有
蓋
 
願
至
天
停
会
 
願
作
遠
方
獣
 
歩
歩
比

（38）



肩
行
 
願
作
深
山
木
 
枝
枝
連
理
生

 
正
暦
．
五
年
二
月
八
九
日
の
事
で
あ
る
。
清
少
納
言
は
前
年
十
一
月
出
仕
。
宮

仕
は
じ
め
の
頃
で
あ
る
。
中
関
屋
全
盛
期
、
幸
せ
一
杯
の
中
宮
は
、
御
気
に
入

り
の
清
少
納
言
を
、
い
つ
も
傍
に
侍
ら
せ
て
お
き
た
い
の
で
、
退
出
を
な
か

F
一
許
そ
う
と
し
な
い
。
む
り
に
退
出
し
た
清
少
納
言
に
、
中
宮
が
白
詩
で

「
花
の
心
開
け
ざ
る
や
、
君
を
憶
う
て
春
日
長
し
」
と
よ
び
か
け
る
。
い
み
じ

う
つ
ね
よ
り
の
ど
か
に
照
り
た
る
昼
つ
か
た
、
に
で
あ
る
。
早
速
、
清
少
は
同

じ
詩
で
「
思
君
秋
夜
長
」
秋
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
一
夜
魂
九
升
」
の
お
も

い
で
ご
ざ
い
ま
す
、
中
宮
様
を
お
し
た
い
し
て
一
夜
に
九
度
も
御
前
に
上
り
た

い
お
も
い
で
す
、
と
答
え
る
。
の
ど
か
な
春
昼
、
白
詩
の
世
界
に
二
人
は
遊
び

な
が
ら
、
深
い
信
頼
の
情
を
た
し
か
め
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
皇
后
定
子
の
歌

 
制
作
年
次
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。

 
正
暦
三
年
二
月

 
こ
れ
を
だ
に
か
た
み
と
思
ふ
に
都
に
は
葉
が
へ
や
し
つ
る
椎
柴
の
袖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
九
後
面
皇
絵
僻
か
）

正
暦
四
年

①
い
か
に
し
て
い
か
に
し
ら
ま
し
偽
を
そ
ら
に
た
だ
す
の
神
な
か
り
せ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
段

 
宮
に
は
じ
め
て
ま
み
る
た
る
頃
…
…
「
も
の
な
ど
仰
せ
ら
れ
て
「
わ
れ
を
ば

 
思
ふ
や
」
と
問
は
せ
た
ま
ふ
。
御
い
ら
へ
に
「
い
か
が
は
」
と
啓
す
る
に
あ

 
は
せ
て
、
台
盤
所
の
か
た
に
鼻
を
い
と
高
う
ひ
た
れ
ば
、
 
「
あ
な
心
憂
、
そ

 
ら
言
を
言
ふ
な
り
け
り
、
よ
し
ょ
し
」
と
て
奥
へ
い
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
い
か

 
で
か
そ
ら
言
に
は
あ
ら
ん
…
…
明
け
ぬ
れ
ば
下
り
た
る
、
す
な
は
ち
、
浅
緑

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
一
（
皿
）

 
な
る
薄
様
に
艶
な
る
文
を
「
こ
れ
」
と
て
来
た
る
、
あ
け
て
み
れ
ば

中
宮
か
ら
の
、
か
ら
か
い
の
歌
で
あ
る
。
清
少
納
言
は

 
う
す
さ
こ
そ
そ
れ
に
も
よ
ら
ぬ
は
な
ゆ
ゑ
に
う
き
身
の
ほ
ど
を
み
る
ぞ
わ
び

 
し
き

 
な
ほ
こ
れ
ば
か
り
啓
し
直
さ
せ
た
ま
へ
…
…

と
必
死
で
使
に
懇
願
し
た
。

正
暦
四
年
三
月

②
い
か
に
し
て
す
ぎ
に
し
か
た
を
過
し
け
ん
く
ら
し
わ
づ
ら
ふ
昨
日
け
ふ
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
七
八
 
 
 
 
 
 
千
載
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
段
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皇
后
定
子

 
三
月
ば
か
り
物
忌
し
に
と
て
か
り
そ
め
な
る
所
に
人
の
家
に
行
き
た
れ
ば
…

 
…
又
同
じ
物
忌
し
に
さ
や
う
の
所
に
出
で
来
る
に
二
日
と
い
ふ
日
の
建
つ
か

 
た
…
…

定
子
か
ら
賜
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
に
清
少
納
言
は
感
激
し
て
、
う
っ
か
り

 
雲
の
上
も
暮
ら
し
か
ね
け
る
春
の
日
を
所
が
ら
と
も
な
が
め
け
る
か
な

 
わ
た
く
し
に
は
『
今
宵
の
ほ
ど
も
少
将
に
や
な
り
侍
ら
ん
と
す
ら
ん
」
と
て

 
暁
に
ま
み
り
た
れ
ば

 
「
昨
日
の
返
し
『
か
ね
け
る
」
い
と
に
く
し
。
い
み
じ
う
そ
し
り
き
」
と
仰

 
せ
ら
る
る
、
い
と
わ
び
し
。
ま
こ
と
に
さ
る
こ
と
な
り
。

 
清
少
納
言
は
、
中
宮
に
「
く
ら
し
か
ね
け
る
」
と
い
う
措
辞
が
妥
当
で
な
い

と
非
難
さ
れ
る
。
1
8
才
の
定
子
が
2
8
才
？
の
清
少
納
言
に
、
で
あ
る
。
龍
宮
の

歌
才
の
し
た
た
か
さ
、
思
う
べ
き
で
あ
る
。

長
徳
二
年
四
月

 
 
 
 
 
 
 
を
（
栄
華
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
る
か
な
る
（
栄
華
）

③
雲
の
波
煙
の
浪
の
た
ち
へ
だ
て
あ
ひ
み
ん
こ
と
の
か
た
く
も
あ
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
続
古
今
）
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長
徳
元
年
四
月
十
日
、
関
白
道
隆
は
四
三
才
の
若
さ
で
麗
じ
た
。
道
兼
も
五

月
に
逝
去
。
道
長
が
右
大
臣
と
な
り
、
内
大
臣
伊
周
、
照
準
言
詮
家
は
圧
迫
さ

れ
、
両
者
間
の
軋
礫
が
激
し
く
な
っ
た
全
二
年
正
月
、
伊
周
、
里
家
の
従
者

が
、
花
山
院
を
射
る
と
い
う
不
敬
事
件
が
出
来
。
四
月
に
は
伊
周
を
太
宰
権

帥
、
隆
家
を
出
雲
権
守
に
既
。
後
、
ゆ
る
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
播
磨
、
但
馬
に

留
め
し
め
る
事
と
な
っ
た
が
、
兄
弟
の
出
発
後
、
中
宮
は
鋏
を
と
っ
て
落
飾
。

十
月
に
は
貴
子
逝
去
と
い
う
事
態
に
た
ち
い
た
っ
た
。
こ
の
兄
弟
既
調
の
事
件

の
経
緯
は
栄
華
物
語
「
浦
く
の
別
」
で
あ
は
れ
ふ
か
く
詳
し
く
物
語
ら
れ
、

姉
妹
の
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 
「
春
宮
よ
り
い
か
な
る
御
消
息
か
有
け
ん
、
淑
昼
鳶
よ
り
聞
え
さ
せ
給

秋
霧
の
絶
崖
く
を
見
渡
せ
ば
旅
に
た
ゴ
よ
ふ
人
ぞ
悲
し
き

 
は
る
か
な
る
御
有
様
を
覚
し
や
ら
せ
給
て
中
宮

些云

ﾌ
国
許
の
浪
を
た
ち
へ
だ
て
あ
ひ
み
む
こ
と
の
遙
な
る
か
な

 
と
ひ
と
り
し
て
覚
さ
れ
け
り
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浦
く
の
別
れ

 
繧
湧
た
る
景
に
悲
別
の
想
い
が
漂
う
。
み
ご
と
な
形
成
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

雲
の
波
、
煙
の
波
、
た
ち
へ
だ
て
、
あ
ひ
み
む
こ
と
の
遙
か
、
の
語
に
注
目
し

て
み
よ
う
。
ま
ず
 
煙
の
波
、
雲
の
波
と
い
う
語
は
、
和
歌
の
世
界
で
は
稀
な

こ
と
ば
で
あ
っ
た
。

○
煙
の
波

 
定
子
以
前
に
は
用
例
が
な
い
。
定
子
の
創
始
で
あ
る
。
栄
華
物
語
、
続
古
今

に
皇
后
定
子
詠
と
し
て
本
歌
を
の
せ
る
ま
で
、
少
く
と
も
正
続
国
歌
大
観
の
索

引
に
見
当
ら
ぬ
。
ず
っ
と
後
世
、
本
歌
を
う
け
て
、
新
続
古
今
に
後
八
条
入
道

前
内
大
臣
、
増
鏡
に
亀
山
天
皇
の
「
雲
の
な
み
、
煙
の
浪
」
が
詠
ま
れ
た
。

○
雲
の
波

 
万
葉
集
の
人
麿
歌
に
一
首
㎜
「
雲
之
波
」
が
出
る
外
、
こ
れ
も
ま
た
定
子
以

前
に
は
見
当
ら
ぬ
。
正
続
国
歌
大
観
索
引
に
な
し
。
拾
遺
集
娚
の
「
雲
の
波
だ

ち
」
は
万
葉
集
の
人
溜
歌
で
あ
る
。
後
掲
の
よ
う
に
、
煙
波
は
白
氏
文
集
に
多

い
が
、
雲
波
は
な
く
、
雲
濤
一
例
で
あ
る
。
大
漢
和
で
は
、
雲
波
の
例
に
李
商

隠
と
無
害
の
詩
を
あ
げ
る
。
姻
（
煙
）
雲
と
熟
し
て
用
い
る
し
、
日
本
の
経
国
集

で
も
、
巻
一
滋
貞
主
の
（
重
陽
節
神
泉
苑
賦
黒
黒
哀
）
秋
可
客
分
…
…
姻
断
然

嶺
雲
愁
謡
講
…
…
対
句
に
用
い
る
よ
う
に
、
甚
だ
関
連
の
あ
る
想
念
で
あ
り

語
で
あ
る
。
人
麿
が
「
詠
天
」
と
題
し
て
巻
七
巻
頭
歌

 
天
海
丹
雲
之
波
立
月
船
星
之
林
丹
榜
隠
所
見

と
詠
ん
だ
の
は
空
を
天
の
海
と
見
た
て
、
雲
の
波
、
月
の
船
、
星
の
林
と
幻
想
的

な
美
の
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
は
巻
十
の
七
夕
歌
の
幻
想
の
世
界
、

一
九
九
六
～
二
〇
三
三
、
又
、
二
〇
三
四
～
二
〇
九
三
、
こ
と
に
、
二
〇
四
四

天
漢
霧
立
度
牽
星
之
幟
芸
所
聞
夜
深
往
、
等
の
世
界
と
無
関
係
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
申
国
オ
リ
ジ
ン
の
七
夕
伝
説
の
世
界
で
生
ま
れ
た
発
想
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
人
麿
歌
と
し
て
拾
遺
集
に
と
ら
れ
て
い
る
程
、
人
口
に
膳
継

し
て
い
た
か
ら
、
人
麿
の
雲
の
波
と
い
う
表
現
は
、
定
子
も
知
っ
て
い
た
と
お

も
わ
れ
る
。
白
詩
で
習
熟
し
て
い
る
煙
波
に
無
畏
を
つ
づ
け
た
、
こ
の
「
雲
の

波
、
煙
の
波
」
と
い
う
表
現
も
定
子
の
創
始
で
あ
る
。
 
（
因
み
に
扶
桑
集
に
は

江
相
公
の
煙
浪
雲
山
が
あ
る
。
）

 
扶
桑
集

 
書
誌
呈
渤
海
斐
大
使

煙
浪
雲
山
路
幾
重
…
-

 
蕃
客
贈
答

煙
波
森
把
雲
樹
微

江
相
公

藤
雅
量
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煙
波
、
は
も
と
よ
り
、
次
に
か
か
げ
る
白
詩
の
世
界
は
、
全
く
定
子
の
住
む

世
界
と
同
質
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
定
子
は
、
自
己
の
感
懐
を
白
詩
の
世
界

と
同
質
に
し
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
寄
江
南
兄
弟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
散
骨
肉
恋
。
趨
馳
名
利
牽
。
 
一
夕
塵
埃
馬
。
 
一
汎
一
撮
波
船
一
。
忽
四
分
レ
手

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ユ
フ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
シ

時
。
順
境
秋
風
前
。
別
来
朝
復
夕
。
積
・
日
成
二
七
年
。
花
落
城
申
池
。
黒
具

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勧
ハ
シ
テ

江
上
天
。
登
・
楼
東
南
望
。
鳥
滅
煙
蒼
然
。
相
回
復
幾
許
。
道
理
近
三
千
。
平

 
 
 
 
 
⑥
 
 
ル
ヲ
や

地
猶
難
レ
見
。
況
乃
三
二
山
川
一
。

 
秋
題
牡
丹
叢
（
前
出
、
同
じ
巻
九
で
あ
る
こ
と
に
注
目
）

 
 
㈹
一

晩
叢
白
露
夕
衰
葉
涼
風
朝
曇
艶
久
巳
激
碧
芳
今
亦
錆
幽
人
坐
相
対

陶心
事
共
薫
條
（
巻
九
）

 
将
・
之
二
饒
州
「
江
浦
夜
泊

明
月
満
深
浦
 
愁
人
独
臥
舟
…
…
 
憂
来
起
長
望
 
但
見
江
水
流
 
雲
樹
謁
蒼

 
 
ド

蒼
 
煙
波
淡
悠
悠
…
…
（
巻
九
）

 
秋
江
送
客

秋
鴻
次
第
過
。
野
猿
朝
夕
聞
。
是
日
孤
舟
客
。
此
地
亦
離
群
。
濠
濠
潤
衣
雨
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

漠
漠
冒
帆
雲
。
不
酔
薄
陽
酒
。
煙
波
愁
殺
人
（
巻
尺
）

 
南
湖
晩
秋

八
月
白
露
降
、
湖
中
水
回
老
、
旦
夕
秋
風
多
、
衰
一
半
傾
倒
、
手
肇
青
楓
樹
、

足
踊
黄
盧
草
。
惨
淡
老
容
顔
。
零
落
秋
懐
抱
。
有
レ
兄
在
二
溜
楚
「
。
 
有
レ
弟
在
二

 
 
 
 
ω
，
 
カ
ラ
ン
ド
享

蜀
道
一
。
万
里
何
時
来
、
煙
波
白
浩
浩
。
（
巻
＋
）

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
一
（
皿
）

 
八
月
十
五
日
夜
禁
申
独
直
轄
月
憶
三
哲
九
一

銀
台
金
闘
夕
沈
沈
 
独
宿
相
思
在
翰
林
 
三
五
夜
中
新
月
色
 
二
千
里
言
故
人

心
 
渚
宮
東
面
煙
波
冷
 
浴
殿
西
頭
鐘
漏
深
 
猶
恐
清
光
不
二
同
見
一
江
陵
卑

灘
足
回
陰
（
巻
十
四
）

 
㈲
㈲
㈹
㈹
ω
ω
は
、
定
子
の
憶
い
に
ピ
タ
リ
と
あ
て
は
ま
る
詩
句
で
は
な
い

か
。
⑧
q
D
前
掲
。
⑧
㈲
㈹
は
煙
波
の
出
典
。
ω
α
O
こ
れ
も
ま
た
、
そ
の
ま
ま
定

子
の
感
懐
で
あ
る
。

 
雲
波
の
例
は
白
氏
文
集
に
見
当
ら
ぬ
。
雲
濤
一
例
。
 
（
九
大
竹
村
氏
よ
り
お
し
ら
せ
を
う
け
た
。
）

 
本
ず
商
隠
 

全
唐
詩
五
三
九

 
 
西
渓

帳
望
西
渓
水
 
渥
援
奈
ホ
何
 
不
吉
春
物
少
 
只
覚
夕
陽
多
 
色
染
妖
紹
柳

光
含
窺
冤
薙
 
人
間
従
到
海
 
天
上
莫
為
河
鳳
女
弾
謡
蘇
 
龍
包
物
玉
珂

京
華
他
夜
夢
 
好
好
寄
雲
波

 
無
量

 
 
官
池
上

 
 
 
廻
・
疏
城
闘
内
、
寒
潟
出
二
雲
波
二

 
 
用
 
例

○
け
ふ
り
の
波
 
定
子
以
前
に
な
し
。
（
踊
栄
華
物
語
（
前
掲
）
（
続
古
今
蹴
）

 
 
に
定
子
詠
と
し
て
初
見
。
）

○
雲
の
波
、
煙
の
波
と
い
う
表
現
も
、
定
子
が
は
じ
め
て
創
り
出
し
た
。

 
 
儀
三
三
司
の
遠
き
所
に
侍
り
け
る
に
っ
か
は
し
け
る
 
一
条
院
皇
后
宮

蹴
雲
の
波
煙
の
波
の
立
ち
へ
だ
て
あ
ひ
み
む
こ
と
の
難
く
も
あ
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
続
古
今
）
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こ
れ
を
う
け
て
以
後
、
雲
の
波
煙
の
波
が
よ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
 
 
雑
の
歌
の
中
に
 
後
八
条
入
道
前
内
大
臣

謝
雲
の
患
旧
記
q
浪
も
み
え
わ
か
ず
塩
や
く
浦
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
続
古
今
）

 
 
増
鏡
に
亀
山
天
皇

雲
の
波
け
ぶ
り
の
波
を
分
て
け
り
行
く
す
ゑ
と
ほ
き
君
が
み
よ
と
て

○
雲
の
波
（
定
子
以
前
）

㎜
詠
天

天
海
丹
雲
巴
波
立
、
月
船
星
雨
唱
言
榜
隠
所
見
（
万
葉
集
巻
七
）
（
晶
評
藷
翻
臣
）

詠
天
 
 
 
 
 
 
 
 
人
麿

娚
空
の
海
に
雲
の
波
だ
ち
月
の
舟
星
の
は
や
し
に
こ
ぎ
か
へ
る
み
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
拾
遺
集
）

 
雲
の
波
（
定
子
以
後
）

 
 
水
上
月
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
 
前
斎
院
六
条

螂
雲
の
波
か
、
ら
ぬ
さ
夜
の
月
影
を
き
よ
瀧
川
に
映
し
て
ぞ
み
る
（
金
葉
集
）

 
 
旅
の
歌
の
中
に
 
 
 
九
条
左
大
臣
女

盟
か
へ
り
み
る
わ
が
故
郷
の
く
も
の
波
燭
も
と
ほ
し
八
重
の
し
ほ
風
（
玉
葉
）

 
 
旅
の
御
歌
の
中
に
 
 
後
鳥
羽
院
御
製

脚
け
ふ
は
又
雲
の
波
よ
り
出
で
に
け
り
昨
日
の
暮
の
山
の
は
の
月
（
続
古
今
）

 
 
中
納
言
家
茂
の
家
の
 
歌
合
に
刑
部
卿
範
兼

謝
天
の
河
雲
の
波
な
き
秋
の
夜
は
な
が
る
＼
月
の
か
げ
そ
の
ど
け
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
後
撰
）

 
 
百
首
の
歌
奉
り
し
時
権
中
納
言
三
皇

蹴
天
の
河
ま
さ
る
み
か
さ
は
知
ら
ね
ど
も
雲
の
波
だ
つ
五
月
雨
の
そ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
後
千
載
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
右
衛
門
督
為
盛

蹴
よ
そ
に
行
く
雲
の
波
ま
て
氷
り
け
り
冴
ゆ
る
霜
夜
の
つ
き
の
光
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
続
古
今
）

 
 
雑
の
歌
の
中
に
，
 
 
後
八
条
入
道
前
内
大
臣

8
2
雲
の
な
み
姻
の
な
み
も
み
え
わ
か
ず
塩
や
く
浦
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
続
古
今
）

 
御
乳
母
の
大
輔
の
命
婦
日
向
へ
下
る
に
賜
は
す
る
扇
ど
も
の
中
に
、
片
つ
か

 
た
は
日
い
と
う
ら
ら
か
に
さ
し
た
る
田
舎
の
館
な
ど
お
ほ
く
し
て
、
い
ま
片

 
つ
か
た
は
京
の
さ
る
べ
き
所
に
て
雨
い
み
じ
う
降
り
た
る
に

④
あ
か
ね
さ
す
日
に
向
ひ
て
も
思
ひ
出
で
よ
都
は
晴
れ
ぬ
な
が
め
す
ら
ん
と

 
 
a
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
D

 
 
御
手
に
て
書
か
せ
た
ま
へ
る
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
。
さ
る
君
を
見
お

 
 
き
た
て
ま
つ
り
て
こ
そ
え
行
く
ま
じ
け
れ

 
饒
別
の
扇
の
表
裏
に
、
日
の
う
ら
ら
か
に
照
る
日
向
の
国
守
邸
と
お
ぼ
し
き

館
の
景
と
、
雨
の
御
所
の
景
を
画
か
せ
、
そ
れ
に
自
ら
筆
を
お
ろ
し
た
詠
で
あ

る
。
日
向
が
巧
み
に
扱
い
な
さ
れ
て
お
り
、
㈲
し
み
《
＼
と
し
た
こ
ま
や
か
な

情
愛
が
漂
う
扇
。
㈲
と
清
少
納
言
が
感
動
す
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
才
気
と
情
、

定
子
の
も
ち
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
芸
当
の
出
来
る
後
宮
は
稀
れ
で
あ
っ
た

ろ
う
。
才
気
は
甲
子
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
乳
母
、
女
房
ら
へ
よ
せ
る
こ
ま
や

か
な
情
迄
求
め
る
と
な
る
と
、
定
子
の
外
に
は
い
な
い
。
こ
れ
は
長
徳
四
年
頃

日
向
守
で
あ
っ
た
姓
未
詳
「
忠
信
」
の
妻
か
、
長
徳
三
、
四
年
頃
の
詠
か
。

⑤
元
輔
が
後
と
い
は
る
＼
君
し
も
や
今
宵
の
歌
に
は
つ
れ
て
は
を
る

 
こ
れ
は
次
の
「
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
」
九
一
段
で
、
中
宮
が
、
ほ
と
と
ぎ

の
歌
一
首
も
よ
ま
ず
に
帰
還
し
た
清
少
納
言
一
行
を
叱
っ
た
が
、
 
「
「
い
ま
も
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な
ど
か
そ
の
行
き
た
り
し
か
ぎ
り
の
人
ど
も
に
て
い
は
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ど
さ
せ

じ
と
思
ふ
に
こ
そ
」
と
も
の
し
げ
な
る
御
け
し
き
」
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
に
も

詠
め
ず
、
困
り
ぬ
い
た
二
日
後
、
紙
に

⑥
下
蕨
こ
そ
恋
ひ
し
か
り
け
れ

と
か
い
て
、
 
「
も
と
い
へ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
清
少
が
、
 
「
ほ
と
と
ぎ
す
た
つ

ね
て
き
き
し
声
よ
り
も
」

と
う
っ
か
り
付
け
て
、
大
失
敗
、
失
笑
を
か
っ
た
が
、
そ
の
時
、
し
み
み
＼
と

し
た
清
少
納
言
の
繰
り
言
を
き
い
て
、
頭
脳
明
晰
な
定
子
が
、
清
少
納
言
は
歌

才
に
お
い
て
は
世
の
常
で
あ
る
こ
と
、
彼
女
の
才
能
は
外
の
分
野
に
あ
る
事
を

機
敏
に
悟
り
、
 
「
さ
ら
ば
、
た
だ
心
に
ま
か
せ
よ
、
我
は
よ
め
と
も
い
は
じ
」

と
お
ゆ
る
し
に
な
っ
た
後
の
、
お
ひ
や
か
し
で
あ
る
。

 
元
輔
が
後
と
い
は
れ
ぬ
身
な
り
せ
ば
今
宵
の
歌
を
ま
つ
そ
よ
ま
ま
し

と
啓
し
た
の
で
あ
る
。
⑨
の
連
歌
と
共
に
、
お
気
に
入
り
の
才
媛
清
少
を
1
0
才

年
下
の
中
宮
が
か
ら
か
い
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
歌
才
に
お
け
る
中
宮
の
優

位
、
愛
情
が
く
み
と
れ
る
。

 
屏
風
の
絵
に
し
ほ
が
ま
の
浦
か
き
て
侍
り
け
る
を
 
 
 
一
条
院
皇
后
宮

⑦
い
に
し
へ
の
あ
ま
や
煙
と
な
り
ぬ
ら
む
人
め
も
み
え
ぬ
し
ほ
が
ま
の
う
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
新
古
今
）

 
 
伺
か
不
気
味
な
、
女
性
の
歌
と
も
思
え
ぬ
鬼
気
迫
る
発
想
で
あ
る
。
温
和

 
 
な
人
柄
の
う
ち
に
冷
徹
な
理
性
を
思
わ
せ
る
。

⑧
山
近
き
入
相
の
鐘
の
声
ご
と
に
謂
ふ
る
心
の
数
は
し
る
ら
む

 
清
水
寺
に
参
籠
申
の
清
少
納
言
へ
「
唐
の
紙
の
赤
み
た
る
に
草
に
て
」
か
か

れ
た
御
文
で
あ
る
。
中
宮
の
し
め
や
か
な
心
が
伝
わ
る

三
八
細
殿
に
便
な
き
人
な
ん
、
暁
に
笠
さ
し
て
出
で
け
る
と
言
ひ
出
で
た
る

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
1
（
皿
）

 
を
、
よ
く
聞
け
ば
、
わ
が
上
な
り
け
り
…
…
上
よ
り
御
文
も
て
き
て
「
返
事

 
た
だ
い
ま
」
と
仰
せ
ら
れ
た
り
…
…

 
 
 
 
か
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
大
笠
の
絵
を
か
き
て
人
は
見
え
ず
、
た
だ
手
の
か
ぎ
り
笠
を
と
ら
へ
さ
せ
て

 
下
に

璽
 
冨
の
忌
み
け
し
朝
よ
り

 
と
か
か
せ
た
ま
へ
り
…
…
こ
と
紙
に
、

 
雨
を
い
み
じ
う
降
ら
せ
て
、
下
に

 一

@
 
皿
な
ら
ぬ
名
の
た
ち
に
け
る
か
な

 
さ
て
や
濡
れ
衣
に
は
な
り
侍
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
⑭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦

 
と
啓
し
た
れ
ば
、
右
近
の
内
侍
な
ど
に
か
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
笑
は
せ
た
ま

 
ひ
け
り

中
宮
が
、
 
「
絵
」
を
か
い
て
、
つ
づ
け
て
「
上
句
」
を
か
き
、
連
歌
の
「
下
句

と
絵
」
を
要
求
し
た
。
清
少
の
応
答
が
中
宮
の
満
足
0
り
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
、
申
宮
は
、
天
皇
附
女
房
右
近
内
侍
に
語
っ
て
図
喧
伝
し
た
の
で
あ
る
。

中
宮
は
こ
の
見
事
な
清
少
納
言
の
回
答
-
清
少
納
言
な
ら
で
は
の
才
能
、
筆

者
の
い
う
「
芸
術
的
応
答
動
作
」
1
「
呉
竹
」
を
み
て
「
お
い
こ
の
君
に
こ
そ

は
、
 
「
香
炉
峯
の
雪
い
か
な
ら
む
」
を
き
い
て
簾
を
高
く
あ
げ
る
」
等
々
1

を
天
皇
の
、
廷
臣
の
耳
に
入
れ
、
清
少
を
華
や
か
に
も
り
た
て
よ
う
と
す
る
、

サ
ロ
ン
の
主
人
公
が
自
ら
、
メ
ム
バ
ー
の
才
能
を
引
き
出
し
、
情
報
喧
伝
役
ま

で
つ
と
め
る
の
で
あ
る
。
定
子
は
即
興
の
連
歌
ご
。
し
か
も
凝
っ
た
絵
文
字
入

り
連
歌
で
あ
る
。
定
子
の
「
絵
」
の
才
能
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
事
が
、

又
証
せ
ら
れ
た
。

 
三
条
の
宮
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
…
…
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⑩
み
な
人
の
花
や
蝶
や
と
い
そ
ぐ
日
も
わ
が
心
を
ば
君
ぞ
知
り
け
る

 
こ
の
紙
の
端
を
引
き
破
ら
せ
た
ま
ひ
て
書
か
せ
た
ま
へ
る
、
い
と
め
で
た
し

 
長
保
二
年
の
五
月
の
詠
か
。
前
年
道
長
女
彰
子
入
内
。
彰
子
は
中
宮
と
な
り
、

定
子
は
皇
后
と
な
っ
た
。
華
や
か
な
彰
子
の
邸
宅
に
は
追
従
の
人
々
が
集
い
、

花
や
蝶
や
と
賑
や
か
な
日
々
で
あ
る
。
定
子
の
仮
住
居
、
生
昌
三
条
宅
は
、
し

め
や
か
に
薬
玉
の
い
と
な
み
を
し
て
い
る
。
清
少
納
言
が
、
青
刺
を
硯
箱
の
蓋

に
青
い
薄
様
を
し
い
て
、
「
ま
せ
こ
し
に
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
、
「
ま
み
ら
せ
る
」
、

そ
の
心
づ
く
し
に
対
し
て
、
中
宮
は
、
心
の
中
を
さ
ら
け
出
し
て
訴
え
る
。
お

互
を
最
も
よ
く
理
解
し
あ
い
、
最
も
信
頼
し
あ
う
そ
の
見
き
わ
め
、
が
確
実
に

出
来
た
の
が
定
子
で
あ
っ
た
。

 
長
保
二
年
十
二
月
、
辞
世
が
の
こ
さ
れ
る
。

 
一
条
院
の
御
時
皇
后
宮
か
く
れ
た
ま
ひ
て
の
ち
帳
の
か
た
び
ら
の
ひ
も
に
む

す
び
つ
け
ら
れ
た
る
ふ
み
を
み
つ
け
た
り
け
れ
ば
、
う
ち
に
も
御
覧
ぜ
さ
せ
よ

と
お
ぼ
し
が
ほ
に
う
た
み
つ
か
き
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
な
か
に

⑪
夜
も
す
が
ら
ち
ぎ
り
し
こ
と
を
わ
す
れ
ず
は
恋
ひ
む
涙
の
色
ぞ
ゆ
か
し
き

⑫
し
る
人
も
な
き
わ
か
れ
ぢ
に
い
ま
は
と
て
心
ぼ
そ
く
も
い
そ
ぎ
た
つ
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
後
拾
遺
）

 
栄
華
物
語
巻
第
七
 
と
り
べ
野

 
宮
は
御
手
習
を
さ
せ
当
て
、
御
丁
の
紐
に
結
び
付
け
さ
せ
給
へ
り
け
る
を
、

今
ぞ
帥
殿
、
御
方
く
な
ど
取
り
て
見
給
て
、
 
「
こ
の
度
は
限
の
た
び
ぞ
。
其

の
記
す
べ
き
や
う
」
な
ど
か
～
せ
給
へ
り
。
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る
御
手
習
ど

も
の
、
 
「
内
わ
た
り
の
御
覧
じ
聞
し
め
す
や
う
な
ど
や
」
と
お
ぼ
し
け
る
に
や

と
そ
見
ゆ
る
。

⑪
よ
も
す
が
ら
…
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
又

⑫
知
る
人
も
な
き
別
路
に
…
…
 
 
 
 
 
「
又

⑬
煙
と
も
雲
と
も
な
ら
ぬ
身
な
り
と
も
草
葉
の
露
を
そ
れ
と
眺
め
よ

 
 
な
ど
あ
は
れ
な
る
こ
と
ゴ
も
多
く
か
か
せ
給
へ
り
…
…
宮
は
今
年
ぞ
廿
五

 
 
に
な
ら
せ
給
う
け
る
…
…
な
や
み
給
ひ
け
る
こ
ろ
ま
く
ら
の
つ
つ
み
が
み

 
 
に
か
き
つ
け
ら
れ
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
条
院
皇
后
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q
o

⑭
な
き
と
こ
に
ま
く
ら
と
ま
ら
ば
た
れ
か
み
て
つ
も
ら
ん
塵
を
う
ち
も
は
ら
は

 
ん

 
 
こ
の
歌
の
常
套
的
に
も
な
っ
た
表
現
Q
O
に
は
、
し
ば
く
出
る
白
下
文
集

 
 
の
、
た
と
え
ば
巻
九
感
傷
あ
た
り
の
影
響
も
あ
る
。

 
秋
夕

葉
声
落
如
雨
、
月
色
白
似
霜
、
夜
深
方
独
臥
、
誰
為
彿
塵
妹

 
定
子
の
遺
詠
は
以
上
十
四
首
。
⑪
⑫
⑬
⑭
の
哀
切
な
詠
を
目
に
し
た
【
条

帝
、
伊
周
、
隆
家
の
悲
歎
は
栄
華
物
語
に
縷
々
も
の
が
た
ら
れ
る
。
葬
送
の

日
、
宮
中
で
一
人
野
辺
送
り
を
思
い
や
る
一
条
帝
は

○
野
辺
ま
で
に
心
ば
か
り
は
通
へ
ど
も
我
が
行
幸
と
も
知
ら
ず
や
あ
る
ら
む

と
詠
む
。
そ
の
日
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
兄
弟
達
は

○
誰
も
み
な
消
え
の
こ
る
べ
き
身
な
ら
ね
ど
ゆ
き
隠
れ
ぬ
る
君
ぞ
恋
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恥
辱

○
白
雪
の
降
り
つ
む
野
辺
は
跡
絶
え
て
い
つ
く
を
は
か
と
君
を
尋
ね
む
 
隆
家

○
故
里
に
ゆ
き
も
帰
ら
で
君
と
も
に
同
じ
野
辺
に
て
や
が
て
消
え
な
ん
 
隆
円

 
お
坊
ち
ゃ
ん
育
ち
で
気
の
弱
い
兄
真
受
、
豪
胆
な
弟
隆
家
、
甘
え
ん
坊
の
弟

の
僧
隆
円
、
そ
れ
ぐ
が
号
泣
の
詠
で
あ
る
。
読
む
者
の
魂
を
ゆ
る
が
せ
る
こ

の
四
人
の
挽
歌
は
、
こ
の
よ
う
な
見
事
な
挽
歌
を
形
成
さ
せ
な
い
で
は
お
か
ぬ

も
の
が
定
子
の
生
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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